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本論文は， π アリルパラジウム錯体の合成と反応性に関する研究をまとめたものであり，緒論，本論 4 章，結論
緒論では，本研究の目的と意義，およびその背景について述べるとともに，本研究の概略についても示しているO
第 1 章では，アリルシランと Pd (II) 錯体との反応において，アミン類を存在させることにより，側鎖にシリル基
を有する π 一アリルパラジウム錯体が合成できることを示している。
第 2 章では，ジエノールシリルエーテルと Pd (II) 錯体との反応を用いた，側鎖にホルミル基を有する π ーアリ
ルパラジウム錯体の合成と，そのホルミル基を利用する反応について示している O
第 3 章では， 1 ーシリルージエノールシリルエーテルと Pd (II) 錯体との反応による，側鎖にシリルカルボニル
基を有する π- アリルパラジウム錯体の合成と，シリルカルボニル基の特性に基づ、く新しい反応およびその反応機構
について述べている。








(1) アリルシランと Pd (II) 錯体との反応において，アミン類を共存させることにより，側鎖にシリル基を有する
π ーアリルパラジウム錯体の合成が可能となることを明らかにしているO





(2) 1- シリルージエノールシリルエーテルと Pd (ll) 錯体との反応を検討し，側鎖にシリルカルボニル基を有す
る π 一アリルパラジウム錯体の合成法を確立しているO さらに，シリルカルボニル基を利用する新しい反応および
その反応機構について明らかにしているO
(4) ケトンー α ーカーボネートと Pd (0) 種から新しい型のオキサー π ーアリルパラジウム中間体を触媒的に発
生させる方法を確立しているO さらにこの中間体とノルボルネン類との反応による触媒的シクロプロパン化反応を
見いだし，その反応機構を明らかにしているo
以上のように，本論文は， π ーアリルパラジウムの化学において従来ほとんど研究されていない反応や従来の知識
では生成物の予想が困難な反応を見いだした結果を述べており， π ーアリルパラジウムの化学に重要な知見を与えた
意義は大きい。これらの成果は π 一アリルパラジウムの化学に新局面を開くものであり，有機金属化学の分野に対
して貢献するところが大である O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
